
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概要版 
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１．計画策定の目的 

曽於市における年少人口割合が 11.0％であるのに対し，65歳以上の老年人口割合は，41.5％（令

和２年度国勢調査）に達しており，県平均（32.5％），全国平均（28.6％）と比較しても高齢化が

進行しています。特に市内周辺部の農村地域や中山間地域においては，より一層高齢化が進んでい

る現状にあります。 

このような少子高齢化に歯止めをかけ，過疎からの脱却をはかるために，これまでも過疎対策事

業とともに交通網を充足すべく公共交通の整備に積極的に取り組んできました。しかし，これらの

施策に一定の効果はあったものの，依然として人口減少が進んでおり，若年層の流出や高齢化の進

行等による地域活力の低下，厳しい財政状況等，多くの課題を抱えています。 

地域の暮らしと産業を支え，豊かで暮らしやすい地域づくりのためには「移動」は欠かせない存

在ですが，人口減少による公共交通利用者の減少や全国的な運転手不足の深刻化等に加え，新型コ

ロナウイルス感染症の影響により，公共交通の維持が容易ではなくなってきているため，公共交通

に頼らざるを得ない高齢者等の交通手段の確保や，公共交通機関の空白地域等での交通手段の確保

は，今後さらに深刻な問題となっていくことが予想されます。 

一方で，地域における移動手段の維持・確保は，交通分野の課題解決にとどまらず，まちづくり

観光振興，健康，福祉，教育，環境等の様々な分野で大きな効果をもたらすと考えられるため，住

民の足である交通網を整備・確保することは，本市において重要な課題であるといえます。こうし

た状況を踏まえ，本市の交通施策に関わる課題の解決に向け，地域公共交通のマスタープランとな

る「地域公共交通計画」を策定し，この計画を基にまちづくり・観光等と連動した持続可能な運送

サービスの提供に取り組んでいくことを目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 曽於市がめざす「まちづくりの目標」と公共交通が関連する政策・事業（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

  

計画区域 曽於市全域 

計画期間 令和５年４月～令和 10年３月（５年間） 

作成主体 曽於市地域公共交通活性化協議会 

１．計画の目的・位置づけ 
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曽於市地域公共交通計画 

 
他分野の計画など 

整 合 

曽於市まち・ひと・しごと創成総合戦略（Ｒ２～Ｒ６年度） 

 ●生活サービスや地域活動・交流などで人が集まることのできる拠点整備を促進 

●広域行政の推進，新たな広域連携等への取り組みを促進し，広域行政の向上に取り組む 

鹿児島県 都市計画区域マスタープラン（Ｈ16 年～） 

曽於市過疎地域持続的発展計画（Ｒ３～Ｒ７年度） 

 
●思いやりバス・思いやりタクシーの運行回数・時間帯・方法等を検討し，市民生活の利便性・移動手段の確保を図る 

●ＪＲ財部駅を基点・活用した運行体系の利便性を高め，ＪＲ日豊本線からの交通アクセスの整備を図る 

●ＪＲ財部駅・大隅大川原駅周辺の整備，列車本数の増便や路線バスとの有機的連携による利便性の確保・拡充 

第２次曽於市総合振興計画 
豊かな自然の中でみんなが創る笑顔輝く元気なまち 

＜末吉都市計画＞ 

●広域交通から地域交通までの段階

的な交通体系及び区域内の拠点・

地域が結びついた循環性ある交通

体系の確立 
 

＜大隅都市計画＞ 

●広域連携軸の整備 

●既存施設を活かした交通施設の整備 

●バリアフリーに配慮した公共交通機関

の充実 

新市まちづくり計画（Ｒ３～Ｒ７年度） 

 ●民間の路線バスの維持を図りながら，ふれあいバス・乗合バス等の運行を図る 

第３次曽於市地域情報化計画（Ｒ２～Ｒ６年度） 

 
●バス運行や市民投稿による位置情報付き災害状況写真等，タイムリーな情報ニーズに応えるシステムと連携 

●社会的弱者，交通弱者の方々が安心して生活し，移動できる仕組みづくりを検討 

●思いやりバス・思いやりタクシーを利用したデマンド方式や福祉有償運送サービスの提供など，ＩＣＴを活用した

サービスを導入する 

曽於市教育振興基本計画（Ｒ２～Ｒ11年度） 

 ●スクールバスの利用によって，通学手段の確保を図る（曽於市中学校スクールバス活用事業） 

第２次曽於市環境基本計画（Ｒ３～Ｒ12 年度） 

 ●思いやりバスや思いやりタクシーを適切に整備するとともに，ＪＲへ便数増加の要請を行う 

＜財部都市計画＞ 

●道路の整備と維持を進め

るとともに，公共交通機

関の利用を促進 

曽於市立地適正化計画（Ｒ２～Ｒ22 年度） 

 ●地域交通の再編との連携により，「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進める 

●公共交通の維持・充実により隣接都市や多極間ネットワークを強化し、相互に連携・補完が可能な都市構造を形成 

１-１ 計画の目的・位置づけ 

本計画は，「交通政策基本法」及び「改正地域公共交通活性化再生法」に則り，曽於市のまち

づくりの将来像を示す「曽於市総合振興計画」の推進に向けた「曽於市にとって望ましい公共交

通のすがた」を明らかにする地域公共交通の基本計画（マスタープラン）です。 

「第２次曽於市総合振興計画」を最上位計画としつつも，「曽於市まち・ひと・しごと創成総

合戦略」や「曽於市過疎地域持続的発展計画」等の関係計画との一体性を確保し，整合を図って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１-４ 計画の目的・位置づけ                                       ･ 
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２．曽於市の公共交通に関する課題 

本市の公共交通の現状や特徴を踏まえ，｢曽於市にとって望ましい公共交通のすがた｣の実現に向け

た課題は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．曽於市の公共交通に関する課題 

曽於市の公共交通に関する課題 

■まちづくりが求めている公共交通 

・高齢者・交通弱者等に対するきめ細かく便利な地域公共交通網の形成 

・誰もが安心して外出と社会参加ができる装置 

・活力とにぎわいのまちづくりとの連携 

・既存資源の利活用による生涯教育サービスの享受 

■社会の変化に求められる対応 

・新型コロナウイルス感染症による

公共交通事業者の厳しい経営状況

から来る変化 

（著しいサービス縮減等） 

・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

（交通政策は「11.住み続けられる

まちづくりを」と関連） 

・カーボンニュートラル 

■これまでの地域公共交通の取組の検証 

・鉄道とバス交通による人口カバー率は高いものの，市民の外出時間帯と公共交通サー

ビスが合致しきれてない地域・時間帯が散見 

  例）買い物通院が多い末吉地区内の回遊手段がタクシー等に限定 

・14時台以降に外出需要が極端に低迷している中で思いやりタクシーが供給過多気味 

―16時台以降の空便が極端に目立つ状況 

―数日に１人程度しか乗降がないバス停が多数 

―冗長なルートであるが，利用者が少なく，運行が非効率 

・曽於市・志布志市に関係がある路線バス区間の便あたり利用者数は，約 94％がジャン

ボタクシーサイズでも対応可能な人数 

・思いやりタクシーの委託費用が極端に安い（国が財政支援する際の金額設定と大きく

乖離している） 

・ＪＲとバスの接続をみると，駅構内へのバス乗り入れ路線が限定的であり，乗り入れ

ていたとしても乗り継ぎしにくいバスダイヤ設定 

■公共交通に関する意向等 

・市民が必要と考える日常生活支援

策 

・高齢者の運転免許返納意向と「タ

クシー」への期待 

・公共交通を利用しない理由と改善

指摘内容にみる今後の利用啓発

（ＧＸ）ＰＲ拡大の必要性 

・利用者・交通事業者の生の声 

１．高齢者・交通弱者に対して，外出の便利さと安心感を持って移動で

きる環境づくり（住み続けられるまちづくりとの連動）が必要 

２．市の玄関口であるＪＲ財部駅の拠点性向上・駅前活性化と観光ま

ちづくりの連動による関係人口の拡大と地域活性化・移動需要創

出による公共交通事業の持続可能性の向上が必要 

３．人口減少・高齢社会において，交通事業者と連携しつつ，市民・利

用者一人ひとりが持続可能なまちづくりに向け，地域全体で公共

交通を共創することが必要 
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３．曽於市地域公共交通計画が目指すもの 

３-１ 本市における地域公共交通の基本方針 

 

【１】高齢者・交通弱者に対して，外出の便利さと安心感を持って移動できる

環境づくり 
 

【２】市の玄関口であるＪＲ財部駅の拠点性向上・駅前活性化と観光まちづく

りの連動による関係人口の拡大と地域活性化・移動需要創出により公

共交通事業の持続可能性を向上 
 

【３】人口減少・高齢社会において，交通事業者と連携しつつ，市民・利用者

一人ひとりが持続可能なまちづくりに向け，地域全体で公共交通を共創 
 

※地域公共交通網の再構築及び将来に渡っての維持の観点から，運行費の国庫補助（地域間幹線系持費国庫

補助金及び地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金。以下同じ）を活用する必要性があります。 

＜曽於市の将来公共交通ネットワークイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）これはあくまでイメージであり，再編に向けた詳細な検討については，利用者の利便性や事業の持続性などに細心

の注意を払うとともに，関係者との協議・調整等を綿密に行い，実証運行等を通して実現化を目指すなど，実行・

実現に際し慎重を期す。 

３．曽於市地域公共交通計画が目指すもの 

３-1 本市における地域公共交通の基本方針                          ･ 

南九州畜産
獣医学拠点 
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■曽於市における公共交通の機能分担（案） 

交通モード 役割 該当路線 

地
域
間
交
通 

空港アクセス軸 

・鹿児島県の空の玄関口である鹿児島空
港等を連絡し，観光，ビジネス等の県
をまたぐ広域的な移動を担う。 

〇鹿児島交通(株) 
・志布志駅前～岩川～鹿児島空港 

※地域公共交通確保維持事業（幹線補

助）や利便増進特例等を活用し持続

可能な運行を目指す 

市外交流軸 
（鉄道） 

・県内広域や県内外を連絡し，通勤通
学，買い物等の日常生活行動だけでな
く，観光，ビジネス等，多様な目的で
の移動を担う。 

〇ＪＲ日豊本線 

拠点間連携軸 

・曽於市の各地域の中心市街地等と市外
を連絡し，通勤通学，買い物，通院等
の日常生活行動だけでなく，観光やビ
ジネス等の多様な目的での移動を担
う。 

・端部の拠点都市や沿線の地域拠点では
他モードや地域内交通と連絡し，公共
交通ネットワークを構築する上で特に
重要な役割を担う。 

〇鹿児島交通(株) 
・都城～岩川～鹿屋 

・都城～岩川〜志布志 

 

〇宮崎交通(株) 
・都城～川原谷 

※地域公共交通確保維持事業（幹線補

助）や利便増進特例等を活用し持続

可能な運行を目指す 

ま
ち
づ
く
り
促
進
軸 

定住自立圏 

・複数市町をまたぐ路線バス（廃止代替
路線バス等）の中で，バス車両の投入
妥当性が低い路線に対し，効率的運用
（ダウンサイジング等）を図った乗合
交通。 

〇廃止代替路線のコミュニティ交
通化等による効率的運用 

・都城～牧之原 

・都城～財部 

財部拠点化 
促進 

・市内の玄関口となるＪＲ財部駅と市内
３地区の中心市街地等を結ぶ。 

・通学や買い物，通院等の移動，市民や
来訪者の地域間移動を担う。 

・財部駅・財部高校跡地を拠点とした公
共交通網の整備としてタクシーの利活
用やレンタサイクル等を末端交通とし
てセットで導入する。 

〇思いやりバス 

地
域
内
交
通 

まちなか回遊軸 

・市内３地区の買い物や通院等の地区内
移動を支援する。 

〇思いやりタクシー 
・末吉地域周回線（仮） 

・大隅地域周回線 

・財部地域周回線 

※地域公共交通確保維持事業（フィー

ダー補助や陸上交通：車両購入に係

る補助）や利便増進特例等を活用し

持続可能な運行を目指す。 

地域内移動軸 

・市内の中心市街地（地区拠点）と各自
治会を連絡する。 

・高齢者等の日常生活の移動を担う。 
・地域間交通と連携し，拠点都市への連
絡機能を有する。 

〇思いやりタクシー 
※地域公共交通確保維持事業（フィー

ダー補助や陸上交通：車両購入に係

る補助）や利便増進特例等を活用し

持続可能な運行を目指す。 

タクシー 

・タクシー利用が有効な移動，あるいは公共交通が不便な地区の住民，子育て
世代などへの多様な移動を支える。 

・鉄道やバスで対応困難な地域でも存在しうる「最後の公共交通」を担う。 
・きめ細かい配慮や多様なサービス対応が求められる移動者への対応を行う。 
・戸口輸送サービスを提供する。 
・駅や主要バス停を拠点とし，地域内外への複数の観光資源を機動的に周遊す
ることができる交通手段。 

そ
の
他 

スクールバス 
・小・中学校の登下校時の移動手段。 
・学校行事など学校教育にかかる様々な用途で活用できる交通資源。 

民間事業者の各種
輸送サービス 

・利便性の向上や移動が困難な利用者等を対象として実施する民間事業者の送
迎，宅配，訪問診療等のサービス。 

・公共交通との連携によりサービスの持続性を高め，かつ市民のニーズに応じ
たサービスを提供することで，市民の日常生活をサポートする。 

※スクールバスや民間事業者による輸送サービス等も輸送資源としてとらえ，既存の公共交通によ
るサービスの提供が困難となる場合は，当該輸送資源との連携も検討する。 
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３-２ 計画の目標 

本市における地域公共交通の基本理念や基本方針の実現に向け，以下の計画目標を設定します。 

 

表 評価指標の現況値と目標値 

基本方針 評価指標 現況値 目標値（Ｒ９） 備 考 

【１】 

高齢者・交通弱
者に対して，外
出の便利さと安
心感を持って移
動できる環境づ
くり 

公共交通の人口カ
バー割合 

97.3％ 
 

（Ｒ４実績） 
98％以上 

曽於市の総人口（令和２年国勢調
査：33,310 人）に占める公共交通
のカバー人口の割合を算出。 

地域間幹線バス路
線数 

４路線 
 

（Ｒ４実績） 
３路線以上 

空港アクセス軸と拠点間連携軸を
確保・維持。 

市民の外出時間帯
における交通資源
の提供 

行き：７割 
帰り：１割 

 
（Ｒ４実績） 

行き帰り 
ともに 
７割以上 

都城～志布志間の路線バスダイヤ
と通勤通学時間帯の行きの合致割
合 77.5％，帰りの合致割合 12.4％
の改善を指す。 
思いやりタクシーダイヤと買い
物・通院時間帯の合致割合は既に
目標達成している。 

【２】 

市の玄関口であ
るＪＲ財部駅の
拠点性向上・駅
前活性化と観光
まちづくりの連
動による関係人
口の拡大と地域
活性化・移動需
要創出により公
共交通事業の持
続可能性を向上 

南九州畜産獣医学
拠点の利用者・来
訪者をターゲット
とした新たな移動
サービスの実施 

－ 
 

（取組実績なし） 
実施 アウトプット指標。 

ＪＲと連携した地
域活性化・鉄道愛
着度向上等にかか
る行事・イベント
の実施回数 

－ 
 

（取組実績なし） 
２回/年以上 ６か月に１回以上実施する。 

タクシーの営業収
入 

1.94 億円 
 

（Ｒ３実績） 

2.15 億円 
以上 

コロナ禍前の実績値（Ｒ１:2.38
億円）の 90％以上回復させる。 

来訪者に対する公
共交通の情報発信
や，観光事業と連
携した取組等の年
間実施件数 

－ 
 

（取組実績なし） 
年１回以上  

【３】 

人口減少・高齢
社会において，
交通事業者と連
携 し つ つ ， 市
民・利用者一人
ひとりが持続可
能なまちづくり
に向け，地域全
体で公共交通を
共創 

市民・利用者１人 
あたり財政負担額 
※路線バスと思いやりバ

ス・思いやりタクシー
の市補助金額を年間利
用者数で除することで

利用者１人あたり財政
負担額，各年度の３月
末人口で除することで

市民１人あたり財政負
担額を算出。 

 
 
 
 
 
利用者１人あたり 

368 円/人 
 

市 民１人あたり 
2,526 円/人 

 
（Ｒ３実績） 

 
 
 
 
 
利用者１人あたり 

370 円/人未満 
 
市 民１人あたり 
3,400 円/人未満 

今後の交通事業者の状況等を勘案。 
 
■現況値 
＜利用者１人あたり＞ 
85,226,230 円/231,382 人 
＝368.33 円/人 

＜市民 1 人あたり＞ 
85,226,230 円/33,743人 
＝2,525.75/人 

■目標値 
＜利用者１人あたり＞ 
100,000,000 円/270,000 人※1 
＝370.37 円/人 

＜市民１人あたり＞ 
100,000,000 円/29,299 人※2 
＝3,413.09/人 

-------------------------- 
※1：バス利用者数を 270,000 人とした 
※2：将来人口予測をもとに令和９年総

人口を 29,299 人（直線近似で試
算）とした 

年間バス利用者数 
※路線バスと思いやりバ

ス・思いやりタクシー
の利用者数の計 

231,382 人 
 

（Ｒ３実績） 

270,000 人 
以上 

コロナ禍前の実績値（Ｒ１：
300,470 人）の 90％以上回復させ
る。 

※運行費の国庫補助対象系統，運行費の国庫補助対象系統の目標に関する評価手法等は別紙に記載。  

３-２ 計画の目標                                               ･ 
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３-３ 目標を達成するために行う取組の概要 

各取組の実施時期と実施主体は次のとおりです。 

 

表 取組の実施時期及び実施主体 

基本方針 取組 

【１】 

高齢者・交通弱者に対して，外出の便利さと
安心感を持って移動できる環境づくり 

① 既存地域公共交通の確保・維持 

② 公共交通の運転手の確保 

③ 送迎サービス等との連携促進の検討 

④ 公共交通の再編により新たに生じる公共交通空

白地域に対する代替手段の検討 

⑤ 市民等にわかりやすい公共交通の情報提供 

【２】 

市の玄関口であるＪＲ財部駅の拠点性向上・
駅前活性化と観光まちづくりの連動による関
係人口の拡大と地域活性化・移動需要創出に
より公共交通事業の持続可能性を向上 

① 新モビリティサービスの導入 

② 鉄道を最大限活用した行事・イベント等の開催 

③ 観光まちづくりに合致した周遊ネットワークの

形成 

④ 来訪者にわかりやすい交通情報の発信 

⑤ 交通事業の収益向上プロジェクトの実施 

【３】 

人口減少・高齢社会において，交通事業者と
連携しつつ，市民・利用者一人ひとりが持続
可能なまちづくりに向け，地域全体で公共交
通を共創 

① 地域と一体となり利用を促進し支える仕組みづ

くりの導入 

② 交通事業者・地域と連携した効果的な地域公共

交通の運行・運営 

 

  

３-３ 目標を達成するために行う取組の概要                           ･ 



 

8 

 

 

 

 

 

 

内容 

実施時期 
実施主体 

■検討，■実施，■実証実験 

Ｒ
５
年
度 

Ｒ
６
年
度 

Ｒ
７
年
度 

Ｒ
８
年
度 

Ｒ
９
年
度 

そ
れ
以
降 

曽
於
市 

協
議
会 

鹿
児
島
県 

住
民
等 

地
域
団
体 

観
光
関
係
者 

鉄
道 

バ
ス 

タ
ク
シ
ー 

・公共交通の維持・活性化や効率的運用に

向けた再編，広域圏の公共交通との連携

強化を行います。 

      ○ ○ ○    ○ ○ ○ 

・交通事業者は国・県の支援も活用しつつ

運転手確保に取組み，市も必要な支援を

行います。 

      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

・民間サービス事業者との協働を含めて輸

送資源の総動員による市民の日常生活支

援の仕組みを検討します。 

      ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

・タクシーを積極的に利活用するほか，複

合的なサービス展開のもと日常生活支援

を行います。 

      ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

・誰もが利用しやすく，分かりやすい情報

発信を官民連携で進めます。       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

・南九州畜産獣医学拠点の整備に伴って，

自転車やタクシーの利活用等を調査研

究・検討します。 

      ○ ○ ○  ○    ○ 

・鉄道（駅前広場・駅舎・車両等）を最大

限活用した賑わいづくり・公共交通の愛

着度向上等を行います。 

      ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ 

・既存公共交通や自転車を活用して，市内

周遊しやすいアクセス手段の充実を図り

ます。 

      ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ 

・公共交通ガイドブック等の作成のほか，

ＳＮＳ等を活用した効率的・効果的な情

報発信の検討を行います。 

      ○ ○    ○ ○  ○ 

・交通事業者と観光関係者が協力した企

画・プロジェクトを検討・実施し，市は

それを支援します。 

      ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ 

・地域住民と一緒に利用目標値等を定め，

それを検証し，必要に応じて運行方式の

見直し等を検討します。 

      ○ ○  ○ ○  ○  ○ 

・公共交通情報の周知徹底のほか，運行委

託事業者への委託契約を見直し，持続可

能な運行を目指します。 

      ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○ 
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３-４ 目標達成に向けたマネジメント 

３-４-１  マネジメント推進体制 

本計画のマネジメント（進捗管理や成果の把握など）は，「曽於市地域公共交通活性化協議会」で

行います。また，複数の事業者と連携をして，複数の取組を包括的なプロジェクトとして実施しま

す。その実施の中心役が「曽於市地域公共交通活性化協議会」です。 

 

 

３-４-２  マネジメントの進め方 

本計画で定めた数値目標の達成状況について評価を行います。 

このうち，実績値が毎年度把握できる指標については，毎年度進捗状況を把握するとともに，そ

の達成状況に応じて，適宜，事業の見直しを図ります。 

計画期間の最終年度には，すべての数値目標の達成状況について把握・評価を行い，その後の計

画策定や事業の見直し等につなげます。 

５カ年の計画期間全体を対象とした「大きなＰＤＣＡサイクル」と，毎年のモニタリングを中心

とした「小さなＰＤＣＡサイクル」を組み合わせることで，計画の達成に向けた継続的な改善を推

進することとします。 

 

表 ＰＤＣＡサイクルによる継続的な改善 

 対象期間 概 要 

大きな 

ＰＤＣＡサイクル 

計画期間 

（５カ年） 

対象期間全体を通した事業の実施状況や数値目標の達成状況，

事業の実施による効果，残された課題などを整理・分析し，次期

計画に反映 

小さな 

ＰＤＣＡサイクル 
毎 年 

事業の実施状況などを整理するとともに，利用状況などを継続

的にモニタリングし，事業内容の修正やスケジュールの見直しな

どを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ＰＤＣＡサイクルのイメージ 

  

【大きなＰＤＣＡサイクル】 

計画期間（５カ年） 

【小さなＰＤＣＡサイクル】 

毎年 

３-４ 目標達成に向けたマネジメント                                 ･ 

３-４-１ マネジメント推進体制                                                ･ 

３-４-２ マネジメントの進め方                                                ･ 
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表 数値目標に対するモニタリングの実施時期 

基本方針 評価指標 モニタリング実施時期 

【１】 

高齢者・交通弱者に対し
て，外出の便利さと安心
感を持って移動できる環
境づくり 

公共交通の人口カバー割合 
毎年 
（市保有データによる） 

地域間幹線バス路線数 
毎年 
（市保有データによる） 

市民の外出時間帯における交通資源
の提供 

毎年 
（市保有データによる） 

【２】 

市の玄関口であるＪＲ財
部駅の拠点性向上・駅前
活性化と観光まちづくり
の連動による関係人口の
拡大と地域活性化・移動
需要創出により公共交通
事業の持続可能性を向上 

南九州畜産獣医学拠点の利用者・来
訪者をターゲットとした新たな移動
サービスの実施 

毎年 
（市保有データによる） 

ＪＲと連携した地域活性化・鉄道愛
着度向上等にかかる行事・イベント
の実施回数 

毎年 
（市保有データによる） 

タクシーの営業収入 
毎年 
（交通事業者保有データによる） 

来訪者に対する公共交通の情報発信
や，観光事業と連携した取組み等の
年間実施件数 

毎年 
（交通事業者保有データによる） 

【３】 

人口減少・高齢社会にお
いて，交通事業者と連携
しつつ，市民・利用者一
人ひとりが持続可能なま
ちづくりに向け，地域全
体で公共交通を共創 

市民・利用者１人あたり財政負担額 
毎年 
（市・交通事業者保有データによる） 

年間バス利用者数 
毎年 
（市・交通事業者保有データによる） 

 

 

３-４-１  PDCAの年間スケジュール（予定） 

計画策定後，２年目以降は，前年の取組事業の進捗状況及び評価指標の数値の整理を行い，曽於

市地域公共交通活性化協議会において検証を行い，必要に応じて計画や事業の見直し等を行います。

年間のスケジュール（予定）を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年間スケジュール（予定） 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

曽於市地域公共

交通活性化協議会

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

次年度計画

の作成

PDCAサイクル
Do

（実施）
Check

（評価）

Action

（改善）

Plan

（計画）

当年度事業

準備

実施 評価
改善策の

検討・見直し

議題に応じて開催（年２～３回程度）

当年度予算 予算執行

次年度予算 予算編成 議決

市議会

6月

定例会

9月

定例会

12月

定例会

3月

定例会

必要に応じ補正予算措置 次年度予算の議決

３-４-３ ＰＤＣＡの年間スケジュール（予定）                                      ･ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


